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職場環境等要件 情報公表 

 

区分 項目 当法人としての取り組み 

入

職

促

進

に

向

け

た

取

組 

■ 

法人や事業所

の経営理念や

ケア方針・人

材育成方針，

その実現のた

めの施策・仕

組みなどの明

確化 

Webサイト，アニュアルレポート（事業

報告書），LIFE（実践レポート集）など

を用いて，経営・人材育成理念の見える

化に努めています．また，「理念ハンド

ブック」や「人財育成ガイドブック」な

どを適宜更新し，理念の深化や共有に努

めています． 

■ 

事業者の共同

による 

採用・人事ロ

ーテーショ

ン・ 

研修のための

制度構築 

福祉人材センターやハローワークの合同説明会に参加や，近隣

事業所と商業施設で合同説明会の開催などを実施しています． 

人事ローテーションとして，本人の意向や能力を踏まえた上

で，事業所間での人事異動を実施しています． 

研修としては，近隣大学などと各種研修会を実施したりしてい

ます． 

DCM関西地区ブロック会と奈良県認知症ケア専門士会の事務局

を担っており各種研修を主催（共催）しています． 

 
また，受講料や研修費などの補助を行い，社員が講習や研修を

受けやすい環境を整えています． 

■ 

他産業からの

転職者，主婦

層，中高年齢

者など，経験

者・有資格者

などにこだわ

らない幅広い

採用の仕組み

の構築 

行政上，配置基準は 3:1ですが，概ね 1.7：1（配置基準の
1.7～1.8倍）の社

員を配置し，職務

の円滑化を図って

います． 

他産業からの転職

も含め，10〜70代

の 197 名が就労
しています．  

https://www.nicori.or.jp/files/c_file02010790.pdf
https://www.nicori.or.jp/files/c_file02010790.pdf
https://www.nicori.or.jp/files/c_file02010797.pdf
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■ 

職業体験の受

入れや地域行

事への参加や

主催などによ

る職業魅力度

向上の取組の

実施 

共生社会の実現に向け，職業体験や実習生を積極的に受け入れ

しています．2019年度は延 1,101 名，2020年度はコロナ禍

のため，延 221 名，2021年度は 176 名となりました． 

陵西小学校との交流，地域のクリーンデイや RUN伴，香芝市イ

ベントへの参加のみならず，介護の日イベントも開催していま

す． 

閉鎖的環境ではなく，他法人などと積極的な交流を図り，とも

に魅力発信に努めています． 

2019年度は山梨県，愛知県，高知県などから 7 団体が訪問く

ださいました．2020年度はリモート実習として 2 団体と交流

しています．2021年度は 2 団体の訪問がありました． 

資

質

の

向

上

や

キ

ャ

リ

ア

ア

ッ

プ

に

向

け

た

支

援 

■ 

働きながら介

護福祉士取得

を目指す者に

対する実務者

研修受講支援

や，より専門

性の高い介護

技術を取得し

ようとする者

に対する喀痰

吸引，認知症

ケア，サービ

ス提供責任者

研修，中堅社

員に対するマ

ネジメント研

修の受講支援

など 

当法人では，「介護福祉士実務者研修」を年 2回開講し，社員

の受講者については受講料の減免（勤務 2年で返済不要）など

を行い，資質向上を目指しやすい環境を整えています． 

喀痰吸引は 2019年度から基本研修（正社員，非正規社員 23

名），実地研修 33名，フォローアップ 10名が受講中です． 

認知症ケア研修は，認知症介護指導者 6 名（県内最大

級），リーダー研修 11名，実践者研修 10名，基礎研修 12名

が修了しています． 

また，中堅社員などには，外部企業にマネジメント研修の依頼

や顧問税理士による経営マネジメント勉強会を月 1回実施して

います． 

2021年度はコロナ禍のため，外部研修は減少し，延 431 名と
なっています． 
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■ 

研修の受講や

キャリア段位

制度と人事考

課との連動 

各種研修受講については，各等級別に社員を選抜し，計画的に

育成を行っています．経験資格などに応じて昇給する仕組み

や，一定の基準に基づき定期昇給を判定する仕組みを設けてい

ます．また，ドリームコースとハッピーコースを設け，本人の

意向に応じた法人内外の研修などを確保しています． 

  

 

■ 

エルダー・メ

ンター（仕事

やメンタル面

のサポートな

どをする担当

者）制度など

の導入 

新入社員の育成と早期離職を防止するため，チュ

ーター制度を設けています．1年目は毎月フォロ

ーアップ研修を実施しています． 

また，ストレスチェック受検や施設長・スーパー

バイザーによる面談制度を設けています． 

■ 

上位者・担当

者などによる

キャリア面談

など，キャリ

アアップなど

に関する定期

的な相談の機

会の確保 

奈良県福祉・介護事業所認証制度において，知事認証を受けて

います． 

所属長，管理職，スーパーバイザーとの面談

は，ドリームコースで年 2回以上，ハッピーコ

ースで年 1回以上となるようシフト調整を行な

っています． 

2019年度には，外部講師にスーパービジョン研修を委託し，各

リーダーがスーパービジョンを学んでいます．  
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両

立

支

援 

・ 

多

様

な

働

き

方

の

推

進 

■ 

子育てや家族

などの介護な

どと仕事の両

立を目指す者

のための休業

制度などの充

実，事業所内

託児施設の整

備 

育児休業制度を導入し，時間外労働の制限や深夜業の制限，所

定労働時間の短縮措置などを行っています． 

仕事と子育ての両立支援に取り組む企業として，2013年に「く

るみんマーク」を取得しています．（2018年

3月に奈良県の「仕事と家庭の両立推進」部

門表彰を受賞しています）2009年度以降，男

性育児休業者は 6 名，女性育児休業者は 13
名です． 

■ 

社員の事情な

どの状況に応

じた勤務シフ

トや短時間正

規社員制度の

導入，社員の

希望に即した

非正規社員か

ら正規社員へ

の転換の制度

などの整備 

1週間の所定労働時間が短い，短時間正社員制度を導入してい

ます．多様化するライフスタイルに柔軟に対応し，奈良県の

「社員シャイン職場づくり推進

企業」に登録しています．

（2017年「仕事と家庭の両立推

進」部門表彰，2019年「総合表

彰」） 

正社員・短時間正社員・無期社

員への転換制度があります．施

設長 2名による面接試験，直近の人事考課が「B」以上などの

要件を満たし，本人が希望する場合にそれぞれへの登用も可能

です．（毎月チャンスがあります） 

女性の県内就労やキャリアアップにつなげることを目的に，

「私の選択～奈良で暮らし，奈良で働く～」と題した動画が制

作されました．「なら女性活躍推進倶楽部」会員企業である当

法人含め 5社の女性社員とその上司が，そ

れぞれの働き方や仕事への情熱などが紹介

されました．  

■ 

有給休暇が取

得しやすい環

境の整備 

直近の有給休暇取得率は，81.9％です．（2021.9.16～

2022.9.15） 

5連休奨励金（有給休暇 3日を含む 5連休），有給休暇の積立

制度（時効消滅分を最大 101 日），時間単位の年次有給休暇
取得制度などで取得しやすい環境づくりに努めています． 

特別有給休暇とアニバーサリー休暇をあわせると，104.5％
の取得率です． 
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■ 

職務や福利厚

生制度，メン

タルヘルスな

どの社員相談

窓口の設置な

ど相談体制の

充実 

福利厚生制度は，例年 12月頃に提案を受け付け，予算内で修

正しています．過去には，カフェテリアプラン，サプライズプ

レゼントなどユニークな制度もありました．今年度は，アニバ

ーサリー休暇，希望シフト月 4日まで，などを継続していま

す．メンタルヘルス，ハラスメント窓口も社内に設置していま

す． 

腰

痛

を

含

む

心

身

の

健

康

管

理 

■ 

介護職員の身

体の負担軽減

のための介護

技術の修得支

援，介護ロボ

ットやリフト

などの介護機

器など導入及

び研修などに

よる腰痛対策

の実施 

腰への負担軽減，腰痛対策のためにスタンディングマシーンや

スライディングシートの活用，マッスルスーツ装着やリフトな

どの介護機器を導入しています．  

■ 

短時間勤務労

働者なども受

診可能な健康

診断・ストレ

スチェック

や，従業員の

ための休憩室

の設置など健

康管理対策の

実施 

週 20時間以上の社員は，年 1回（深夜労働者は年 2回）の健

診があります．自己負担なしで，インフルエンザ予防接種や健

診にて腫瘍マーカーも追加して

います． 

ストレスチェックは例年 12月に

実施しています． 

屋内禁煙とする一方で，屋外喫

煙スペースを設置．社員休憩室

も兼ねた喫茶スペース（和

gen）があります． 

■ 

雇用管理改善

のための管理

者に対する研

修などの実施 

管理職は適宜，外部研修に参加したり，法人内研修において，

顧問税理士による経営マネジメント勉強会も毎月開催していま

す．また，顧問弁護士，社労士らによる研修などを実施してい

ます． 

■ 

事故・トラブ

ルへの対応マ

ニュアルなど

の作成などの

体制の整備 

リスクマネジメント部会を設置し，全社員に教育・研修への参

加を促し，それぞれの部門で特に起こりやすい事故などを想定

した研修，教育を行っています． 

「リスクマネジメン

トに関する指針」マ

ニュアルを作成し，

各種事故対応時の責

任の所在を明確にし

ています． 
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生

産

性

向

上

の

た

め

の

職

務

改

善

の

取

組 

■ 

タブレット端

末やインカム

などの ICT活

用や見守り機

器などの介護

ロボットやセ

ンサーなどの

導入による職

務量の縮減の

整備 

ICTの利活用として，記録や申

し送りなど，PCやタブレットで

情報共有の円滑化を図っていま

す．和里（にこり）ではインカ

ム連動コールシステム導入によ

り，社員の不安感・

孤独感の軽減，取り

次ぎの効率化，安全性の向上，迅速・的確な対応を

実現しています．また，見守りセンサーも倫理的配

慮を行ったうえで必要に応じて活用しています． 

■ 

高齢者の活躍

（居室やフロ

アなどの掃

除，食事の配

膳・下膳など

のほか，経理

や労務，広報

なども含めた

支援以外の職

務の提供）な

どによる役割

分担の明確化 

配属を決定する際は，過去の職業歴や意思，能力を尊重し，無

理のない職務や勤務シフトになるよう配慮しています．また，

役割分担などにおいても，他の社員の理解を深めるため，所属

長らによる個人面談で調整も行っています． 

■ 

5S活動（職務

管理の手法の

1つ．整理・

整頓・清掃・

清潔・躾の頭

文字をとった

もの）などの

実践による職

場環境 

委託会社による日々の清掃に加えて，年 2回の大掃除などで整

理・整頓・清掃に心がけていま

す． 

また，感染症対策の徹底から手

洗いなどの実技指導も行なって

います． 

■ 

手順書の作成

や，記録・報

告様式の工夫

などによる情

報共有や作業

負担の軽減 

従来の手順書を「24Hシート」や「支援の知識」に集約し，活

用できるよう見直しを行なっています．記録・報告について

は，ソフトウェアの活用により情報共有や負担感の軽減に努め

ています． 
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や

り

が

い 

・ 

働

き

が

い

の

醸

成 

■ 

ミーティング

などによる職

場内コミュニ

ケーションの

円滑化による

個々の支援職

の気づきを踏

まえた勤務環

境やケア内容

の改善 

各ユニット・部署で原則，月 1回ミーティングを開催し，情報

共有に努めています． 

記録や情報は，奈良県唯一のユニットリーダー研修実地研修施

設として，24Hシートなどによる

一元管理と一覧化に努めていま

す．県内外の先進施設とともにケ

ア内容の改善に努めています．ま

た，法人内でも実践発表を年 1回

実施し，支援の質の向上に努めて

います．  

■ 

地域包括ケア

の一員として

のモチベーシ

ョン向上に資

する，地域の

児童・生徒や

住民との交流

の実施 

2019年度は，地域交流スペースを 12 団体に無料開放し，延

4,266 名が訪問されています．2020・2021年度は，コロナ

禍のため 0 名でした． 

地元小学校との交流会や「介護の日」に靴下市・フリーマーケ

ットを開催しています．周辺地

域の美化作業や「RUN伴」に参

加しています．地域の方が誰で

も立ち寄ることができる飲食店

事業（コミュニティカフェ事

業）を実施しています． 

また，2020年度から e-Sports大会を順次開催しています．  

■ 

生活者本位の

ケア方針など

介護保険や法

人の理念など

を定期的に学

ぶ機会の提供 

理念や法定研修は，等級

ごとに例年 3 回実施して
います．各種外部研修に

積極的に参加し，日頃の

関わりが生活者本位とな

っているかどうか，定期

的な振り返りを行ってい

ます．  

■ 

ケアの好事例

や，生活者や

その家族から

の謝意などの

情報を共有す

る機会の提供 

意図的かつ専門的なかかわりや日頃の関係性が

あってこそ，好事例につながります． 

年 1 度は実践発表会にて質の向上を言語化で
きるよう努めています．また，日頃の謝意など

感動したエピソードは，記録ソフトで共有した

り，SNSにて発信できるよう努めています． 

＊ 「勤続 10年以上の者」による「勤務継続にあたり有効と考える取組」が 35％以上のもの，令和元年度

老人保健事業推進費等補助金「処遇改善加算の申請等の簡素化に関する調査研究事業」（株式会社三菱

総合研究所） 


